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【表紙写真】  Gulfstream G500 & G600 

     

        2017 年 10 月、Las Vegas で開催された NBAA-BACE 2017 で 

        展示された機体。 

    雲ひとつない真っ青な空を背景に、離陸して行く姿を想像した 

くなります。 

 

                        (写真：JBAA) 
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◇ 会員紹介 

 

ANA ビジネスジェット株式会社 

 

設立：  2018年 7月 2日 

資本金： 200百万円（準備金含む） 

株主：  ANAホールディングス 51％、双日 49％ 

代表者：   片桐 純 

事業内容： チャーター手配事業 

旅行業登録： 2018年 8月 2日 

 

 

当社は、ANAグループの企業であり、ANAホールディングスと双日の出資による事業会社

です。 

ANAグループはフルサービスキャリア（＝ANA）と LCC（＝Peach/Vanilla）の両事業に加

えて、ビジネスジェットを活用した「新たな移動の選択肢もご提案し、お客様の多様なニー

ズに対応すること」を目的に当社を設立いたしました。 

 

【サービス内容】 

当社は、チャーター手配に特化した旅行会社でございます。お客さまのご利用目的に応じ

た柔軟なサービスをご提案させて頂きます。 

① エリアチャーター 

ANA便などの定期便とビジネスジェットを組み合わせた利用です。ANA便で海外を訪れ、ビ

ジネスジェットを利用してエリア内を移動することが可能です。例えば、シカゴ⇒コロンバ

ス⇒デトロイト⇒シカゴ（三区間）であれば、200 万円～のお値段でご案内しております。 

② グローバルチャーター 

日本から海外の目的地へ直接、ビジネスジェットを利用して訪れることが可能です。例えば、

日本⇔ウラジオストック間の往復であれば、800万円～のお値段でご案内しております。 

③ 国内チャーター 

日本国内でビジネスジェットを利用する場合、例えば羽田空港⇔下地島空港の往復であれ

ば、1200万円～のお値段でご案内しております。 

 

 

 

【チャーター機材】 

お客様のニーズに応じて、以下の適切な機材をご提案しております。 
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① 大型機材 

   

                 

代表機種： Global 6000、 Gulfstream G650、 Falcon 7X 

 

② 中型機材 

   

               

代表機種 ： Challenger 350、 Gulfstream G280、 Falcon 2000 
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③ 小型機材 

 

                

代表機種： HondaJet、 Citation Mustang、 Phenom 300、 Learjet 35 

 

【当社が提供する価値】 

以下の４つの価値を基軸に、ビジネスジェットを利用した新たな移動手段の選択肢を提

案しております。 

① 時間価値 

・定期便が運航していない区間・都市へのフライトが可能です。 

・定期便が運航していない時間帯でもフライトが可能です。 

・限られた時間でより多くの都市へ移動が可能です。 

・ビジネスジェット専用ターミナルがご利用いただけるので、出入国審査や保安検査など

がスムーズです。 

 

② 自由で柔軟なスケジュール設定 

・出発時刻にとらわれる必要がないため、出発時間の急な変更にも対応いたします。 

・渡航先の変更にも柔軟に対応でき、お客さまのご都合を最優先したスケジュールを組む

ことができます 

 

③ 秘匿性の高いプライベート空間 

・移動するオフィスとしてご利用いただけるので、到着する直前まで商談準備や打ち合わ

せができます。 

・ビジネスジェット専用ターミナル等を利用して、第三者の目にふれることなく移動する
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ことができます。 

 

④ ANAグループならではの安全・安心 

・独自基準で安全性を認めた運航会社によるサービス提供を行います。 

・ANA便の乗り継ぎでチャーターをご利用される際は、グループ内の連携により、遅延や

早着の場合でもスムーズな乗り継ぎができるよう対応いたします。 

・安全への徹底的な配慮から、パイロットは必ず 2名体制で運航いたします。 

 

【当社のミッション（ご参考）】 

ビジネススタイルを変える「時間価値」という新たな選択肢 

 

「経営者の時間」という貴重な経営資源を最大限に有効活用できる移動手段。それがビジ

ネスジェットです。海外では、一分一秒を競うビジネスにおいて頻繁に利用されていますが、

日本ではまだまだ浸透していません。 

現場を見たい。現場の声を聞きたい。トップ同士で Face to Faceの対話がしたい。そん

な、テクノロジーが進化しても変わることのない、経営者の熱い思いに応えていく。 

それこそが、わたしたちの使命です。 

ANAグループとして「安心と信頼」をいつも胸に、みなさまに寄り添い、ビジネス拡大の

お手伝いをしていきます。そして、ビジネスジェットを選択肢の一つとしていただくために、

ひたむきにチャレンジを続けていきます。 

 

以上 
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◇ ビジネス航空界のトピックス・新着情報 

 

「東京オリンピック・パラリンピック期間における不定期便の発着調整に係わ

る基本方針」が策定されました 

 国土交通省航空局は東京オリンピック・パラリンピック開催期間中及びその前後の期間 

に関係者による不定期便需要の高まりについて発着調整に係わる方針を策定しました。 

詳細につきましては以下の国土交通省ホームページを参照下さい。 

 http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr5_000022.html 

 

HondaJet、2019 年上半期のデリバリー数でカテゴリー3 年連続最多納入 

 8 月 13 日、ホンダ エアクラフト カンパニー（以下、HACI）は、「HondaJet」の 2019 年

上半期（1～6月）デリバリー数が 17機となり、小型ジェット機カテゴリーにおいて最多数

を達成したことを発表しました。2017年、2018年に続き 3年連続で世界 1位を達成したと

発表しました。 

 また、8月 5日には HondaJetの新型「HondaJet Elite」の中国における型式証明を取得

しています。これにより、同型機は米国、欧州、メキシコ、ブラジル、インド、日本、カナ

ダに次いで型式証明を取得したことになります。 

                             （HACI プレリリースから抜粋） 

             

                HondaJet Elite (HACI HP から) 

 

 

◇ 協会ニュース 

 

「東京オリンピック・パラリンピック期間における不定期便の発着調整に係わ

る基本方針」への対応 

 本基本方針について JBAA は 7 月 12 日に航空局施策企画調査室から連絡を受け、会員の

皆様に情報の発信を行うと共に、NBAA、IBAC 及び AsBAA に本内容を即刻伝達しました。こ

れを受けて IBAC、NBAA、AsBAAは各関係先に対して情報の発信を行いました。 
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今年も NBAA-BACE 2019 に出展します 

10 月 22 日から 24 日にわたり、ネバダ州ラスベガスで開催される、NBAA-BACE 2019

に今年も出展をします。今回も Japan Booth として Square Booth を確保致し、愛知県、

成田国際空港(NAA)、東京国際空港ターミナル(TIAT)、JBAA の 4 者で日本ブースを構成

します。東京オリンピック・パラリンピックを来年に控えて、関連情報提供の場としての機

能を充実させた出展をいたします。 

 

 

主要協会活動（7-8月） 

 

7月 8日  ４役会が開催されました。 

7月 22日―24日 那覇分科会が開催されました。 

  那覇空港事務所 

  沖縄コンベンションビューロー 

那覇空港ビルディング株式会社 

  那覇県庁 

  下地島空港 

  下地島空港事務所 

  を訪問し、地方空港の利便性の向上に向けて各所と協議を重ねました。 

  次回の分科会の開催は、10月 29日－31日を予定しております。併せて 

  石垣空港の訪問を予定しております。 

7月 25日 7 月に新任された武田航空局航空ネットワーク企画課長を岡田会長、田村

副会長、東山常務、森﨑事務局長が訪問し、今後の協会活動への協力依頼

をしました。 

7月 30日 岡田会長、田村副会長が成田国際空港(株)の田村社長を訪問しました。ま

た同日、7月に着任された和田航空局長を訪問しました。 

8月 4日 岡田会長が神戸商工会議所で講演を行いました。 

8月 9日    令和元年第 4回理事会を開催しました。 
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◇ 入会案内 

 

当協会の主旨、活動にご賛同いただける皆様のご入会をお待ちしています。会員は、 

正会員（団体及び個人）と本協会の活動を賛助する賛助会員（団体及び個人）から 

構成されています。詳細は事務局迄お問い合わせ下さい。入会案内をお送り致します。 

 

 入会金 正会員    団体 50,000 円   

   個人 20,000 円 

        賛助会員   団体 30,000 円     

 個人  1,000 円 

    年会費 正会員    団体 126,000 円以上    

個人 20,000 円以上 

        賛助会員   団体 52,500 円以上   

 個人 10,500 円以上 

 

 

 (一社)  日本ビジネス航空協会 事務局 

 

〒100-8691  

東京都千代田区内幸町 2－1－1  

  飯野ビル  双日株式会社 内 

電話：03-6871-5107   

Fax： 03-6871-3246 

web :  https://www.jbaa.org   

e- mail:  jbaa@sojitz.com 

 

 

 

https://www.jbaa.org/
mailto:jbaa@sojitz.com

